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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月22日(2014.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　さらに、前記放熱部は、放熱フィン又は放熱シートのうち少なくとも一つを備えていて
もよい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　発光部２００がケース１００の底板１１０と接触しないため、発光部２００の放熱のた
めに発光部２００の基板２２０と接触する放熱部２３０を更に備える。この時、放熱部２
３０は、熱を放出する表面積を増加させる放熱フィンを有するか、又は以後に説明される
放熱シート２４０を有する。また、放熱シート２４０に放熱フィンが接着されていること
もある。これにより、放熱性能が更に向上する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
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　放熱効果について、更に説明する。第５の実施例で説明したとおり、最外側ルーバー１
３０の下端にケース１００をなす更なる部材が形成されてもよく、更なる部材を形成する
目的はケース１００の表面積を広げて放熱効果を高めることにあるため、ケース１００の
表面積を広げて放熱効果を高めることができるどのような形状であっても可能である。し
たがって、更なる部材は、ルーバー１３０、側壁１２０と共に閉曲面を形成することもで
き、閉曲面を形成するが放熱孔が形成されることもあり、ルーバー１３０又は側壁１２０
に凹凸が形成されて放熱フィンの役目を果たすこともできる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数個のＬＥＤを有する発光部と、
　前記発光部上に配置される反射板と、
　前記ＬＥＤから放出された光が照射される方向に配置される拡散板と、
　内部に前記発光部が配置され、底板及び前記底板の両側端から延びる側壁を有するケー
スと、
　前記ケースの側壁から延び、少なくとも一側にブラケット結合部を有する連結部材と
を備え、
　前記発光部は、前記ケースの前記底板と前記拡散板との間に配置され、
　前記連結部材はルーバー又は上板を備え、前記ブラケット結合部は前記ルーバー又は上
板の端部分に配置されることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記拡散板は係止部を備え、
　前記反射板又は前記ケースのうち少なくとも一つは前記係止部と締結される締結部を備
えることを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記発光部は、前記ケースの前記底板よりも前記拡散板に更に近接するように配置され
ていることを特徴とする請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記反射板は、底面反射板及び前記底面反射板から延びて傾斜を有する側面反射板を備
えることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の照明装置。
【請求項５】
　前記発光部と接触する放熱部を更に備えることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか
に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記放熱部は、放熱フィン又は放熱シートのうち少なくとも一つを備えることを特徴と
する請求項５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記放熱部は、前記発光部と前記ケースの前記底板との間に配置されていることを特徴
とする請求項５又は６に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記連結部材はルーバー又は上板を備え、
　前記ブラケット結合部は前記ルーバー又は上板の端部分に配置されていることを特徴と
する請求項１乃至７のいずれかに記載の照明装置。
【請求項９】
　前記ルーバー又は上板は、前記側壁よりも外側に更に傾いた傾斜を有することを特徴と
する請求項８に記載の照明装置。
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【請求項１０】
　前記ケースの側壁は、第１側壁及び前記第１側壁と向かい合う第２側壁を有し、
　前記連結部材は、前記第１側壁から延びる第１連結部及び前記第２側壁から延びる第２
連結部を有し、
　前記第１連結部又は前記第２連結部のうち少なくとも一つは前記ブラケット結合部を有
することを特徴とする請求項１乃至９のいずれかに記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記拡散板は、前記発光部から放出された光の進行方向に凸の少なくとも一つ以上の放
物面を備えることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記拡散板は、前記発光部から放出された光の入射面が平らであり、前記発光部から放
出された光の出射面が凸であることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の照
明装置。
【請求項１３】
　前記反射板は、前記側面反射板から延びる固定突起を更に備え、
　前記ケースは前記固定突起と結合される結合溝を更に備えることを特徴とする請求項４
に記載の照明装置。
【請求項１４】
　前記反射板の前記側面反射板は第１の傾斜を有し、
　前記反射板は前記側面反射板から延びて第２の傾斜を有する補助反射板を更に備え、
　前記第１の傾斜と前記第２の傾斜とは互いに異なることを特徴とする請求項４に記載の
照明装置。
【請求項１５】
　前記反射板は、前記補助反射板から延びる固定突起を更に備え、
　前記ケースは、前記固定突起と結合される結合溝を更に備えることを特徴とする請求項
１４に記載の照明装置。
【請求項１６】
　前記反射板は前記締結部を備え、
　前記ケースは前記反射板の端部分が挿入される結合溝を更に備え、
　前記反射板の前記締結部は前記反射板の端部分よりも前記発光部に更に近く配置されて
いることを特徴とする請求項２乃至１５のうちいずれかに記載の照明装置。
【請求項１７】
　前記拡散板の前記係止部は、係止突起又は係止孔のうち少なくとも一つを備えることを
特徴とする、請求項２乃至１６のうちいずれかに記載の照明装置。
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